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※児童の写真、ノート等の記述及び作品等については、すべて提案資料への掲載の許諾を得

ています。 

 

 

【令和４年度神奈川県小・中学校教育課程研究会研究主題】 

主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善 

【テーマ】 

児童の考えを深めるための授業の工夫と素地づくり  

地区名    県央地区 

所属校    座間市立相模が丘小学校 

氏 名    小島 佑太 
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１ はじめに                            

 小学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説「特別の教科 道徳編」で示されている道徳教育につい

て、私は答えが一つでない問題に対して自分なりの考えをもち、よりよい答えを導き出し自らの生き方

を振り返りながらよりよく生きることだと考えている。 

また、グローバル化が進む中で、様々な文化や価値観を背景とする人々と相互に尊重しながら生きるこ

とや社会や経済の変化の中で人々の幸せと社会の発展の調和的な実現を図ることが重要な課題であると

示されている。 

 これらのことを踏まえて、道徳教育において、教師が特定の価値観を押し付けたり、児童の考えを尊重

せずこちらの指示に従って行動するように指導したりすることはあってはならず、「特別の教科 道徳」

は発達段階に応じて、道徳的な課題を一人ひとりの児童が自分自身の問題と捉え向き合う「考える道徳」、

「議論する道徳」を目指している。 

 しかしながら、世界的な規模で蔓延しているコロナウイルス感染症により、令和２年度から臨時休業

や分散登校、教育活動の制限、新しい生活様式などにより児童の積極的な考えを発表する機会が少なく

なり、「特別の教科 道徳」が意図している「考え、議論する道徳」が難しくなった。そこで新しい生活

様式の範囲内で「特別な教科 道徳」をはじめ、他教科でも「考え、議論する」授業になるような手立て

を講じていこうと考えた。さらに、自分事として考え本音で意見を述べることに少なからず苦手意識を

もっている児童もいることから、より自分の考えを友達に示しながら学びを深めていく授業の工夫をす

ることが大切だと考え、以下のような研究テーマと仮説を立て、実践に取り組むことにした。 

 

２ 研究テーマ                        

 

 

 

（１） テーマ設定の理由 

   本研究は、「令和３年度 第６学年」を対象に行った。 

 

 ①学校教育目標及びめざす児童像 

  

 

 

 

 ②新学習指導要領より 

 

 

 

 

児童の考えを深めるための授業の工夫と素地づくり  

＜学校教育目標＞                        

「豊かな心をもち、よりよく生きる子どもたちの育成」       

 さいごまでがんばる子 みずからまなびかんがえる子  

おもいやりとかんしゃの心をもつ子 けんこうでたくましい子 

 

＜めざす児童（学校）像＞ 

一人ひとりが輝く子どもに 
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 ③児童の実態 

第１回 道徳アンケート（６月１０日実施） （単位は％） 

  道徳アンケートの結果より、質問１と質問３の「そう思う」が他の質問に比べて低い結果となった。

質問１について「あまりそう思わない」が２７％おり、その理由を見ると「思っていることをうまく発

表できないから」「あまり人前で発表することが得意ではないから」「自分の意見を言えずに話を聞く

だけになってしまうから」というものだった。これらの理由から、道徳の授業の中で特に「自分の意見

を発表すること」について苦手意識があることがわかる。そして、質問３から教材文を読んでも自分事

として考えられていない可能性があると考えた。 

また、質問５に対して、「あまりそう思わない」「そう思わない」がそれぞれ３％ずついた。その理由

は「友達の意見を聞いても自分の考えが変わらないから」というものだった。この理由から、児童の多

様な考え方を十分に生かした授業ができていなかった可能性があると解釈した。 

 
質  問 

そう思う だいたい 

そう思う 

あまりそう 

思わない 

そう 

思わない 

１ 道徳の授業は好きだ 

 
４１ ３２ ２７ ０ 

２ 道徳の勉強はためになる 

 
７９ ２１ ０ ０ 

道徳の授業の時間に… 

３ 自分のこれまでの生活のことを思い出し

ながら考えようと思う 
５２ ４５ ３ ０ 

４ 物事には、いろいろな見方や考え方がある

と思う 
６９ ３１ ０ ０ 

５ 友達の考えを聞くと、自分の考えがより深

まると思う 
７３ ２１ ３ ３ 

道徳教育と道徳科 

（「第１章 総則」の「第１ 小学校教育の基本と教育課程の役割」の２の (2) ２段目）学校に

おける道徳教育は、特別の教科である道徳（以下「道徳科」という。）を要として学校の教育活動

全体を通じて行うものであり、道徳科はもとより、各教科、外国語活動、総合的な学習の時間及

び特別活動のそれぞれの特質に応じて、児童の発達の段階を考慮して、適切な指導を行うこと。 

 

道徳科の目標 

（「第３章 特別の教科 道徳」の「第１ 目標」）第１章総則の第１の２の（2）に示す道徳教

育の目標に基づき、よりよく生きるための基盤となる道徳性を養うため、道徳的諸価値について

の理解を基に、自己を見つめ、物事を多面的・多角的に考え、自己の生き方についての考えを深

める学習を通して、道徳的な判断力、心情、実践意欲と態度を育てる。 

「道徳教育は学校の教育活動全体を通じて行う」という点に着目し、道徳科の授業だ

けでなく、他教科・領域でもその特質を生かして指導しようと考えた。 
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 学校教育目標にある「さいごまでがんばる子 みずからまなびかんがえる子」はどの授業に対しても

最後まで諦めずに取り組むこと、自ら積極的に学び友達と共に考えることを表している。また、学習指導

要領に示されているように「学校における道徳教育は道徳科を要として学校の教育活動全体を通じて行

うものであり、道徳科はもとより、各教科、外国語活動、総合的な学習の時間及び特別活動のそれぞれの

特質に応じて、児童の発達の段階を考慮して、適切な指導を行うこと」とある。さらに、道徳科の目標に

迫るために「道徳的諸価値についての理解を基に、自己を見つめ、物事を多面的・多角的に考え、自己の

生き方についての考えを深める学習を通して、道徳的な判断力、心情、実践意欲と態度を育てる。」と掲

げられている。よって学校教育目標、新学習指導要領、児童の実態を合わせて「児童の考えを深めるため

の授業の工夫と素地づくり」というテーマを設定した。 

 以上を踏まえて研究テーマに迫るために、次のような仮説を立てた。 

 

（２）テーマ達成のための仮説 

仮説【１】アピールボードの使用等の手立てを講じることで、児童は自信をもって考えを発表できるよ

うになり、考えの深まりにつながるのではないか。 

 仮説【２】道徳科以外の他教科などでも話し合い活動に重点をおいた授業を展開すれば、道徳科の授業

でより「考え、議論する」道徳になるのではないか。 

 仮説【３】日頃から児童の考えを認め価値づけることによって自分の考えを相手に伝えたい、友達の考

えをより深く理解したいという意欲につながるのではないか。 

 

 

３ 研究内容                         

【１】アピールボードの活用 

 （１）道徳科の授業でのアピールボードの活用 

  アピールボードとは、表裏で色の違う紙をラミネート

して、両面に磁石を貼りつけたものである。本校で道徳

科の校内研究をしていた時に使用したもので、今回の研

究でも活用した。感染症対策として、話し合いが制限さ

れる中、水性マジックペンでアピールボードに自分の考

えを書いて黒板に貼ることで、最小限の話し合いで友達

と意見を交流することができると考えた。 

 

 

 

 

 

 

 

「六千人の命を救った決断―杉原千畝」より 
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  ◎アピールボードの活用をより効果的にするために、具体的に次のような取り組みを行った。 

 

   ①自分の考えを示して意見交流 

     アピールボードを用いて相手に自分の考えを示して発表しやすくした。視覚的に示すことによ

って最小限の意見交流で内容理解が深まった。 

 

②内容項目の整理 

    児童の考えを黒板に貼る際に、友達の意見と似ている場合はその友達のアピールボードの近く

に貼りつける。そうすることで児童の考えを内容項目ごとにまとめることができ、多角的に示すこ

とができた。その結果、児童の多様な考えを認め、より考えを深めることにつながった。 

 

   ③複数の考えをもつこと 

    アピールボードの表裏で色が異なるようにすることで複数の意見を書いて示しやすくしたり、

友達の意見を聴いて今まで自分のもっていた考えとは異なる考えをもったりすることができる

ようにした。 

 

  ◎アピールボードの有用性について 

市内の小中学校全校においてタブレット端末が児童１人に１台貸与されていることから、ICT を

用いた意見交流も検討した。しかし、アピールボードは自分の考えをすぐに書き表すことができる、

アピールボードを手で持って友達に見せながらグループや全体の場等で発表することができる、書

いたことを再度確認することができる、タイピング技術に左右されず時間短縮できる、板書との親和

性が高いなどの利点がある。本研究ではその利点を生かして授業を進めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
新しい生活様式の中、アピールボ

ードを用いることで児童同士の交

流の場を確保しつつ、視覚的に示

すことで児童の多様な考えを共有

することができるようになる。 
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 （２）他教科などでのアピールボードの活用 

   道徳科の授業だけでは、自分の考えを友達に示すということが難しい。そこで、他の教科でもアピ

ールボードを用いて自分の考えを発表する練習を繰り返し行った。 

 

   ①国語科 

（D 自然愛護 感動、畏敬の念） 

    今回実践したのは、光村図書出版

６年国語に収録されている「海の命」

を題材として用いた。児童の初発の

感想をもとに学習課題を設定し、そ

の課題に対して一人学びをする時間

を取り、アピールボードに意見を記

入し友達と共有した。アピールボー

ドを縦置きにして縦書きで書けば国

語科の授業でも生かせると考えた。 

 

②算数科（A 真理の探究） 

    「円の面積」の単元の円の面積

の求め方の応用で、工夫して面積

を求める際に様々な解き方があ

るため、一人学びの時間を多く取

ってアピールボードに記入した。

みんなの前で自分の考えを発表

し、黒板に貼った。 

道徳科の授業と同じように、複数の考えを思いつい

た場合は裏面にも自分の考えを記入し、両方発表でき

るように声をかけた。 

 

 

 

   ③総合的な学習の時間 

   （C 国際理解、国際親善） 

    「今自分たちにできるこ

と」をテーマに「服の力プロ

ジェクト」を実行していくに

あたり、一人一人の主体的な

アイディアを尊重し進めた。 
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    アピールボードを貼って

いくことで自分の考えと友

達の考えが似ていたり、違っ

ていたりするのが視覚的に

わかり、児童も自ら積極的に

話す姿が見られた。また、ア

イディアとアイディアの融

合案も出しやすくなった。 

 

 

 

   ④家庭科（C 家族愛、家庭生活の充実） 

    家庭科担当の教諭と栄養教諭とが   

協力して、弁当作りのポイントについ 

てアピールボードを用いて児童に意 

見を聴きながら意見をまとめていた。 

 

 

 

 

 

⑤学級活動（B相互理解、寛容） 

 学級活動では、校外学習が延期となり、

その間に席替えをしたため、予定してい

た班で校外学習に行くべきか、新しい班

で校外学習に行くべきかを話し合った。

その際にアピールボードを用いて自分の

考えをしっかりもつこと、友達の考えを

理解することなどを学ぶことができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アピールボードを道徳科だけでなく

様々な教科などで活用することで自

分の考えを表現しやすくなった。結

果的に、道徳の授業で自分の考えを

もったり友達の考えと比べて発言し

たりしてより児童の考えが深まっ

た。 
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【２】話し合い活動の充実 

 （１）道徳科での工夫 

①児童同士で考えをつなげる 

 主発問に対して児童が自分の意見を述べる際に、

教師が指名するのではなく児童同士で指名し合い、

意見をつなげるようにした。そうしたことで、教

師がもっている答えに近い意見を予測して発言し

てしまう児童を少なくすることができた。また、

本音で自分の意見を言いやすい環境をつくること

ができた。 

 

   ②関連する内容項目の確認と主発問の工夫 

    児童のそれぞれの考えを大切にするために、本時の主項目と関連項目を確認し、発問に対して

多面的・多角的に受け止めることができるようにした。そして、児童が「考えたい！」と思えるよ

うな主発問を１～２つ考えて授業を行うように心がけた。主発問を考える時に、場合にもよるが

「どうして～だろう」という発問より「何が～」や「何に～」という言葉で発問すると児童が意見

を言いたいという思いにさせることがわかった。また、主発問で十分時間を取って児童が考える時

間を確保できるようにするために補助発問で時間を使いすぎないように意識した。（P９参照） 

    

   ③問い返しの想定 

    主発問などに対して児童の考えが、教師側が意図しているものでなかった場合に、児童の自由

な考えを受け止めつつもう少し深く考えてもらいたい際の問い返し（追加発問）を、内容項目から

逸脱しないように注意しながら行うように心がけた。 

 

（２）他教科での工夫 

①音楽科（B 友情、信頼） 

    ２学期が始まった時、感染症が猛威を振るっていたため、 

音楽の授業は制約が多くあった。 

   ・歌唱や器楽については行わず、延期して今 

できることをする（鑑賞などを先にやる） 

    これを受けて、楽譜を拡大して「どのような思いをもって

この曲を歌うか」を児童に考えさせ、自分の思いや考えを言

い合いながら児童主体で書き込んだ。また、運動会や修学旅

行が終了した１１月の終わりに６年生中心の音楽発表会を開催した。クラスごとに曲を選び、それ

ぞれのクラスで話し合いを重ねて歌う曲に対する思いや考えを共有した。話し合いを重ねるごと

に一人一人が本音で話をすることができるようになり、道徳科の授業でも意見交流する際に本音

で話すことにつながった。 
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②国語科 

（D 自然愛護 感動、畏敬の念） 

物語文では、児童の素朴な疑問を学習問

題として設定し、叙述を基に自分の考えを

もち、学級全体で発表する活動を行い児童

主体となって内容の理解を深められるよう

にした。 

 

 

 

 模造紙に学習問題を書き込むことで前

時に学習したことを思い出したり、本時の

理解を助けたりする。話し合い活動をより

活発にするために書き込んだ模造紙を教

室に掲示していつでも見ることができる

ようにした。そして、児童一人ひとりの考

えだけでなく、班の考えを提示するように

促すことで一人ひとりが話し合いに参加

し、発表しようとする意欲を引き出せるよ

うにした。 

 

③外国語（B 友情、信頼 C 国際理解、国際親善） 

 単元の終末に学んだ言い回しを使ったスピーチ活動

を取り入れ、評価をした。その際、その場で立ちグルー

プでスピーチ練習を行い、お互いによい所、改善した方

がよい所を言うようにした。そうすることで普段から自

分の考えを言いやすくなる環境を整えることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 道徳科の授業において、授業前に「児童の実態」「主項目や関連する内容項目」を把

握しておくことで児童の多様な考えを受け止めやすくなり、また考えさせたい内容が

ブレにくくなるため話し合いが活発になり「考え、議論する」道徳につながった。ま

た、準備段階で主発問を工夫したり、ゆさぶり発問や「問い返し」を事前に想定した

りすることでより深まりのある話し合いに変わった。 

 さらに、他教科でも話し合い活動を意図的に入れることで自分の考えを安心して友

達と共有することができるようになった。そのため、道徳の授業においても自分の考

えを本音で話すことができるようになり、「考え、議論する」道徳に近づいた。 
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【３】意欲的に自分の考えをもつようにする工夫 

 （１）道徳科における振り返り 

  本校では、児童が道徳の授業の振り返り

をするためにワークシートを用いている。

「授業を始める前の考え」、「授業を通して

気付いたこと」、「これからどのようにして

いきたいか」といった書き方をあらかじめ

提示しワークシートに記入するように指

導した。また、児童の考えを価値づけるた

めにキーワードになるところにアンダー

ラインを引き、児童の考えを認めるコメントを毎時間書くようにした。また、児童の本音の考えを尊重

し、また正しい意見を言わなければならないという思考にならないようにあえて花丸を書かなかった。

こうすることで授業での話し合い活動や振り返りの時に自分の本音を出すことができるようになり、

話し合いがより深まった。 

  

（２）自主学習ノートの活用 

 自主学習の習慣を身につけるために、自主

学習ノートを用意し取り組んだ。内容は各教

科の復習や予習、自分が興味をもった内容を

調べて理解を深める調べ学習、学校ではでき

ない体験活動の記録、各行事の振り返りなど

である。自主学習ノートを進めるにあたり、

必ず「めあて」と「振り返り」を書くように

伝えた。そして、児童の頑張りを認めるコメ

ントを毎回書くようにした。そうすることで

意欲的に取り組む児童が増え、道徳科のワー

クシートに書く内容も自分の考えを素直に

書く児童が増えた。さらに、児童同士で自主

学習ノートを回して読み合うことでさらに

刺激を受け、取り上げる題材も増え、意欲的

になった。家庭とも連携し、保護者にコメン

トをもらったり、個人面談の時に自主学習ノ

ートのよかった点などを話して児童に伝え

てもらったりした。最初はどのように取り組

んだらよいかわからない児童もいたが、自主

的に取り組む児童が増えて道徳の授業でも

生かされた。 
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 （３）日記の活用 

  B5サイズのノートを２つに切  

り、その１つを日記帳として活用 

した。児童の率直な意見や考えに

ついて、コメントを書いて価値づ

けた。気をつけた点は、児童の考

えを否定しないように「認める」

文面にしたことだ。結果的に自分

の素直な考えを書くことにつな

がり、道徳の授業でも自分の本音

を伝えることにつながった。 

 

 

 

（４）他教科などでのワークシート活用 

 道徳科以外の教科のワークシートでも児童の考えを認め

るコメントを記入するように心がけた。少しずつ自分の考え

を具体的に書けるようになり、道徳科でも自分事として受け

止め具体的に記入することができるようになった。この取り

組みは、最初の道徳アンケートで「自分事として考える」項

目が他の項目よりも低かった点を改善する活用になった。 

 

 

 

 

 

 

「考え、議論する」道徳の授業を目指す際に、まずは自分の考えをもち、表現したり

伝えようとしたりすることが大切になる。道徳科だけでなく、あらゆる教育活動で自

分の考えを表現する活動を行い価値づけることで、「自分の考えを相手に伝えたい」

「友達の考えをより深く理解したい」という意欲につながった。 
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４ 研究実践    第６学年 道徳科学習指導案 

                      座間市立相模が丘小学校 

指導者  小島  佑太 

１ 日     時   令和３年 １０月２９日（金） 第３校時（１０：４５～１１：３０） 

 

２ 場     所   第６学年 ３組（２９名） ６年３組 教室 

 

３ 主  題  名   かたよらない心【C 公正、公平、社会正義】 

 

４ ね  ら  い   だれに対しても偏見をもつことなく公正、公平に接するよさに気付かせ、正

義を実現しようとする態度を育む。 

 

５ 教  材  名   「森川君のうわさ」（小学道徳 ゆたかな心 ６年 光文書院） 

 

６ 主題設定の理由 

（１） ねらいや指導内容について 

本主題のねらいは、「小学校第３学年及び第４学年」の【公正、公平、社会正義】「誰に対しても分け

隔てをせず、公正、公平な態度で接すること。」からの発展項目であり、「小学校第５学年及び６学年」

の「C 主として集団や社会との関わりに関すること。」の【公正、公平、社会正義】「だれに対しても

偏見をもつことなく公正、公平に接することのよさに気づき正義を実現することで、いじめのないクラ

スにしようとすること」である。これは中学校の内容項目【公正、公平、社会正義】「正義と公正さを

重んじ、誰に対しても公平に接し、差別や偏見のない社会の実現に努めること。」へと発展していく。 

人間は、それぞれの固有の存在であり、違った価値観をもっている。それぞれ尊重すべき人格である

が、ときに、相手によって態度を変えたり、自分の気分や好き嫌いで行動したりしてしまうことがあ

る。だからこそ、そのような自分の弱さに目を向け、常に偏りはしないかと己を厳しく見つめていくこ

とが大切である。 

公正とは、自分の気分や相手の様子にかかわらず、同じ基準で正しいことを通そうとすることであ

り、公平とは、同じ視線で接しようとすることである。そして、人間の弱さを認識したうえで、公正、

公平でありたいと願い、実践していくことで、正義を実現しようとする生き方になり、自分にとっても

相手にとっても気持ちのよいものとなるように本主題を設定した。 

 

（２） 児童のこれまでの学習状況や実態 

今年度、【公正、公平、社会正義】の内容項目について扱うのは初めてである。【公正、公平、社会正

義】に関しては、多くの児童が公正、公平に友達と接するべきであると頭では理解している。しかし、

性別の違いによって声のかけ方や態度が違ったり、仲のよい友達とそうでない友達の接し方が異なって

いたりと現状ではだれに対しても公正、公平に接することができる児童は少ない。また、自分自身が人

によって態度を知らず知らずのうちに変えてしまっていることに気づいていない児童も見受けられる。 

―１３― 



児童の学習状況は、道徳の授業に関して、自分の素直な気持ちを表現してもよい、答えがたくさんあ

るから面白いという点から興味関心が高い児童がいる。しかし、以前行ったアンケート結果にも出てい

るように、「思っていることをうまく発表できない」「文章を読み取り、その人の気持ちを考えなければ

ならない」「あまり人前で発表することが得意ではない」といった苦手意識をもっている児童が数名い

る。 

５年生で「ガンジーのいかり」を学習し、人は肌の色で差別してはいけないという人種差別の問題か

ら、間違っているものは間違っていると声に出して言うことや自分の信念と正義を貫き通すことの大切

さについて学んでいる。 

本教材を通して、自分が弱さをもつ存在あることを認識したうえで、おかしいと思うこと、理不尽な

扱いに対して誰に対しても公正、公平であろうとする心を育みたいと考える。 

道徳アンケート（１０月２７日に実施）    ※タブレット端末を使用してアンケートを実施した 

質問①  自分のクラスでいじめをしている人がいたらその人に注意できますか？ 

       できる １０人   できない １人   わからない １８人 

 

質問②  いじめのないクラスにするために、必要な心ってどんな心だと思いますか？ 

       ○思いやりの心  ○相手を思う心  ○人を憎まない心  ○優しい心 

       ○お互いを認められる大きな心  ○信用する「信じる」心 

 

（３） 使用する教材の特質やそれを生かす具体的な活用方法 

  本教材は、自分のクラスの「森川君」が些細な理由でいじめにあい、仲間外れになるところから始ま

る。仲間外れをしている児童も明確な理由や自覚がないままに振る舞い、その他の子どもは第三者の立

場として様子をうかがっている。そんな中、第三者である「ぼく」は葛藤する。するといつもは大人し

い「順子さん」が帰りの会でめずらしく挙手し「森川君」の事実を話し、確かめもしないでいじめるこ

とに対しておかしいと発言する。これを聞いていた「ぼく」ははずかしくなり、このあと発言しなけれ

ばいけないと考えるようになる。子どもたちには、この「ぼく」の視点で自分の体験と関連づけて考え

させたい。そして、順子さんの行動と「ぼく」を比べ、ねらいとする道徳的価値に迫っていく。また、

人間の弱い部分に触れ、自分だったらどのように行動していくべきかを考えていく。 

 

特に、次のような発問をして考えさせる。  

 

① 「ぼく」はずるいだろうか。 

② 順子さんと「ぼく」を比べて何がちがうのだろう。 

 

①の発問では、「ぼく」の心の動きと行動の不一致より、「ぼく」が心の中で「それはちがう。」と考え

ていたとしても行動に移していなかったことはずるいことではないのか、心の中に正義の心があればそ

れはずるい人にならないのかと考えることで、「行動に移す」ことの大切さを考えさせたい。また、ネー

ムカードを黒板に示すことで自分の考えを視覚化できるようにする。 

②の発問では、普段は大人しい順子さんが勇気を出してみんなの前で事実を話す行動と「ぼく」の行動
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を比べさせたい。その際、順子さんと森川君の関係性を確認し、とても仲のよい友達だということではな

くて、誰に対しても同じように関わろうとしている（公平、公正な）ところに触れたい。また、順子さん

の中のどんな心が強かったから行動に移せたのかを考えさせて多面的・多角的に捉えると共に、自己の

これからの生き方についての考えを深められるようにする。 

 本教材ではこれらの発問を通して児童に考えさせることにより、ねらいとする道徳的価値に迫ってい

く。以上のことから本主題を設定した。 

 

７ 「主体的・対話的で深い学び」の実現を図るための工夫 

（１） 問題意識をもち、自己の生き方について考える 

・登場人物である「ぼく」の人間の弱い部分に触れながら、問題意識をもって授業に臨み、一人ひ

とりの児童が自己を見つめてじっくりと考えられるようにする。 

 

（２） 多面的・多角的に考える 

・うわさに対して「それはちがう。」と言い返せなかった「ぼく」に寄り添いながら、順子さんの行

動は誰に対しても分け隔てなく接しようとする「公正・公平の心」、友達を大切にしようとする「親

切、思いやりの心」、よりよい人間関係を築こうとする「友情、信頼の心」、みんなで協力し合って

よりよい学級や学校にしていこうとする「よりよい学校生活、集団生活の充実の心」など様々な思

いがこもったものであったことに気づかせられるようにすることで、価値理解と共に、物事を多面

的・多角的に捉えられるようにする。 

 

（３） 自己との関わりで考える 

  ・自分の経験と照らし合わせ、「ぼく」の「それはちがう」と言い返せなかった様子や気持ちを話し

合わせることで、自分事として考えられるようにする。 

８ 関連連携のための指導計画 

 ＜種まき＞ 

① 各教科・・・「本当にこの答えで正しいの？○○さんが発言したからこの答えは正しいの？」とゆさ

ぶる。 

② 学活・・・「いじめ」の構図（被害者、加害者、観衆、傍観者、仲裁者）について確認する。 

＜事後＞ 

③ 学活・・・クラス目標を見直し、誰もが楽しめるクラスとはどんなクラスかを話し合う。 
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９ 学習指導過程 

 学習活動（主な発問） 予想される児童の反応 指導上の留意点 

導 

入 

1.いじめをなくすために必要な心っ

てどんな心だろう。 

・思いやりの心 

・友達を大切にする心 

・相手の気持ちを考える心 

事前にアンケートをして掲

示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展 

 

 

 

 

開 

２．今日の学習課題を知る。 

 

 

３．「森川君のうわさ」のあらすじを

聞き、内容を確認する。 

○「ぼく」はなぜ「それはちがう」

と言えなかったのでしょう。 

 ●もしとても仲がよい友達だっ

たら「それはちがう」と言って

いたのかな？ その違いって

何だろう。 

 

４．「ぼく」はずるいだろうか。両矢

印の表に自分の考えを示す。

（ネームタグを貼る） 

●ゆさぶり 

 心の中では「言わなければ」と考

えているから、ずるいとは言えな

いのでは？ 

 

５．順子さんと「ぼく」を比べて何

がちがうのだろう。 

 

 

 

 

 

 

 

６．いじめをなくすために必要な心

ってどんな心だろう。  

 

 

 

 

 

・言い争いになったらめんどう

だから。 

・石山君たちに嫌われたくない

から。 

 

 

 

・行動に移していないからずる

いよ。 

・でも順子さんの発言を聞いて

自分をはずかしく思っている

人だから「ずるい」寄りじゃな

いかな。 

 

 

・誰に対しても分け隔てなく接

しようとする心 

・友達を大切にしようとする心 

・よりよい人間関係を築こうと

する心 

・みんなで協力し合ってよりよ

い学級や学校にしていこう

とする心。 

 

 

 

・事前に教材を読み、内容を

十分理解できるようにする。 

 

・「ぼく」の気持ちになって

正しいことが言えない人

間の弱さに気づかせる。 

 

 

 

・ワークシートの表に「ぼ

く」の立ち位置を「心のも

のさし」で示し、その理由

を考えさせ、いじめをなく

すために必要な心は何か

を考えさせるようにつな

げる。 

 

・順子さんの行動の裏に正

義を貫く強い心があること

に気づかせる。 

・どういう心をもつことが

いじめをなくすことにつな

がるかを考えられるように

する。 

 

 

・自己のこれからの生き方

についての考えを深められ

るようにする。 

終 

末 

７．教師の説話を聞く。  

 

・「その時」に言わなかった

ことで後悔したエピソー

ドを話す。 

 

１０ 児童の評価の視点 

・根拠のないうわさに対して、「ぼく」が言い返せないという人間の弱さに気づき、それでも正義を貫

き行動しようとすることの大切さを考えようとしたか。 

・自分の考えだけではなく、友達の発言を通して、多様な考え方があることを知り、受け止めようと

していたか。 

 

いじめをなくすために必要な心とは 
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 第 １９ 回 道徳 『森川君のうわさ』 

          いじめのないクラスにするために必要な心とは 

 

森川君のうわさ            「ぼく」はずるい？    順子さんと「ぼく」を比べて何が 

お父さんが作品を作ったのでは？                 ちがうのだろう？ 

    「それはちがう。」と言えなかった 

     ・自分もいじめられたくない 

        森川君 元気がなくなる 

        ・あの時言えばよかった 

        ・早く３学期終わらないかな 

                            

順子が発言 

・自分も言わなきゃいけない 

・見習いたいな 

・勇気を出して言うぞ 

 

 

電子黒板 

質問①  いじめをしている人がいたらその人に注意できますか？ 

     できる １０人   できない １人   わからない １８人 

 

質問②  いじめのなくすために、必要な心ってどんな心だと思いますか？ 

○思いやりの心  ○相手を思う心  ○人を憎まない心  ○優しい心 

       ○お互いを認められる大きな心  ○信用する「信じる」心 

 １１ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○タブレット端末でアンケートを実施、電子黒板に提示 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

ずるい ずるくない 

あと一歩で行動に 

移せそうだから 

思っていること

が半々だから 

この状況から逃げよ

うとしているから 

 
思いやりの心 

よりよいクラスにする心 

友達を大切にする心 

正義の心 公平な心 ダメなものはダメの心 

楽しく学校に通いたいの心 
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 学習活動（主な発問） 

導 

入 

1.いじめをなくすために必要な心

ってどんな心だろう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展 

 

 

 

 

開 

２．今日の学習課題を知る。 

 

 

３．「森川君のうわさ」のあらすじ

を聞き、内容を確認する。 

○「ぼく」はなぜ「それはちが

う」と言えなかったのでしょ

う。 

 ●もしとても仲がよい友達だっ

たら「それはちがう」と言っ

ていたのかな？ その違いっ

て何だろう。 

 

４．「ぼく」はずるいだろうか。両

矢印の表に自分の考えを示

す。（ネームタグを貼る） 

●ゆさぶり 

 心の中では「言わなければ」と

考えているから、ずるいとは言

えないのでは？ 

 

５．順子さんと「ぼく」を比べて

何がちがうのだろう。 

 

 

 

 

 

 

 

６．いじめをなくすために必要な

心ってどんな心だろう。  

終 

末 

７．教師の説話を聞く。 
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ゆさぶり（しかし予想と逆の児童が多くいた） 

「ぼく」のことをずるいと思う人が少なかったため、

ゆさぶりの言葉を変えた。 

 

T：この時、森川君は事実（森川君が自分で工作したこ

とを「ぼく」が知っているということ）を知っている

んだよね？この時森川君、しょんぼりしているけどさ、

どう思っていたんだろうね？「（ぼくに向かって）お前、

知っているんだろ？お前知っているんだろ？」って思

ってたかもしれないよね。 

T：でもだってさ、言わなかったじゃん。言おうかなー

って思ってただけで、言わなかったじゃん。ひきょう

者なんじゃないの？ 

C1：こんなに広がらないって思ってたから…。 

（悩んでいる児童を多数見ることができた） 

↓ 

この後、主発問につなげた 
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授業記録１（ゆさぶりの場面） 

 「『ぼく』はずるいだろうか」という発問に対し

て「心のものさし」を用いて自分のネームタグを黒

板に貼って自分の考えを示すという活動を行った。

しかし、予想していた反応と違う児童が多くいたた

め、用意していたゆさぶり発問を使用せず、咄嗟に

逆のゆさぶり発問に変えて児童に投げかけた。事前

に逆のゆさぶり発問を万全に用意していたわけでは

なかったが、登場人物の相関図を書き、それぞれが

どう考えているかを整理していたことで落ち着いて

児童への発問を変えることができた。こちらが予想

していた児童の反応と違うことがあることを想定

し、作成した授業デザインシートや指導案にこだわ

ることなく、目の前の児童の反応を見ながら、状況

に応じて児童と共に授業をつくる意識を大切にして

いきたい。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学習活動（主な発問） 

導 

入 

1.いじめをなくすために必要な心

ってどんな心だろう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展 

 

 

 

 

開 

２．今日の学習課題を知る。 

 

 

３．「森川君のうわさ」のあらすじ

を聞き、内容を確認する。 

○「ぼく」はなぜ「それはちが

う」と言えなかったのでしょ

う。 

 ●もしとても仲がよい友達だっ

たら「それはちがう」と言っ

ていたのかな？ その違いっ

て何だろう。 

 

４．「ぼく」はずるいだろうか。両

矢印の表に自分の考えを示

す。（ネームタグを貼る） 

●ゆさぶり 

 心の中では「言わなければ」と

考えているから、ずるいとは言

えないのでは？ 

 

５．順子さんと「ぼく」を比べて

何がちがうのだろう。 

 

 

 

 

 

 

 

６．いじめをなくすために必要な

心ってどんな心だろう。  

終 

末 

７．教師の説話を聞く。 

―２０― 

C１：順子さんは愛があるから行動できたと思います。 

T：理由を教えてくれる？ 

C１：理由は森川君のことが好きだから、助けたら惚れ

ちゃうと思ったからです。 

T：そしたらさ、順子さんは森川君じゃなかったら言

わなかったのかな？ 

C２：言わなかった！ 

T：森川君は特別だから言ったのかな？ 

C３：わからない、順子さんの性格による。 

C４：誰でも言った。 

T：みんな聞かせて。森川君が特別だから言った（と思

う人は挙手）０人 

T：そうでないと思う人？ 多数が挙手した 

T：何でそう思ったの？ 

C５：順子さんはクラスの人への思いが強いと思った

から森川君じゃなくても（言ったと思う） 

授業記録２（問い返しの場面） 

 ある児童が「森川君のことが好きだから」助けた

のではないかという考えが出た。こちらは関連する

内容項目を意識して授業に臨んだが、予想していな

い意見が出て焦ってしまった。しかし、主項目が

「公正、公平、社会正義」で、本時のねらいが「だ

れに対しても偏見をもつことなく公正、公平に接す

るよさに気付かせ」ることだと自分に言い聞かせ、

問い返しをすることができた。その結果、おさえた

いポイントから逸脱することなく授業を展開するこ

とができた。 

 ただ、児童の本音に対して準備が不十分だったた

め「相手のことが好きだから行動に移した」という

意見を正面から受け止めることができなかった。関

連する内容項目を事前に予想し把握しておくことの

重要性をより強く感じた場面だった。また、問い返

しをした後にグループでもう一度考える時間をつく

ることで、より考えが深まることにつながったので

はないかと考えた。 

―１９― 



 

 

児童 A 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   児童 B 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童 C 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業後の振り返り 

 児童 A は、授業前はいじめが起き

た時は「仲裁すればよい」と考えてい

たが、友達との話し合いの中でいじ

めが起きた時の状況を想像すること

でより自分事として考えるようにな

り、「日常」からいじめが起きないよ

うに「人を思える気持ち」を磨いてい

きたいという考えをもつようになっ

た。 

 

 児童 B は、そもそもありもしない

うわさを流すことがよくないという

ことに触れていた。事前アンケート

で「いじめをしている人に注意でき

るか」では、わからないにしていたが

順子さんが途中からでもいじめはよ

くないと言い出せたことに気付き、

順子さんのように行動に移したいと

いう考えをもった。 

 

 児童 C は、授業前はいじめをなく

すためには「思いやりの心」が大切だ

と考えていたが授業後には「助けた

という心をもち、それを行動に移せ

るようになりたい」という考えをも

つようになった。友達の考えを聞く

ことでより自己の生き方について考

えを深めるができ、実践意欲につな

がった。 

 

―２０― 



児童 D 

 

 

 

 

 

 

 

 

アピールボードで発表するための準備段階 

 

 

研究授業の板書 

―１９― 

 児童 D は、授業での内容項目ごと

にアピールボードを並べ「正義」とい

うキーワードを示したことで、児童

の振り返りで「正義」という言葉を用

いて自己の生き方についての考えを

深めていた。 

 

―２１― 



５ 研究の成果と課題                     

今回の研究テーマである「児童の考えを深めるための授業の工夫と素地づくり」に迫るために立てた仮

設の検証に対する「成果◎」と「課題▲」を考えた。 

 

仮説【１】アピールボードの使用等の手立てを講じることで、児童は自信をもって考えを発表できるよ

うになり、考えの深まりにつながるのではないか。 

 

◎アピールボードの使用 

  アピールボードを用いたことで自分の考えを発表せずに友達に伝えることができ、新しい生活様

式にも合っていて有効性を感じた。また、児童の考えを内容項目ごとに整理しながら黒板に示すこと

ができたことで多面的・多角的な深い学びにつながると実感した。また、アピールボードに示すこと

で視覚的に友達の考えを見ることができるため、自分の考えと友達の考えを比べながら考えること

ができ、考えをより深めることができた。 

 

▲自分の考えに自信をもつところまで至らない児童も 

  アピールボードを用いて友達に発表する際に、自分の考えに自信をもてない児童もいて、友達に対

して自分の考えを伝えることができない場合もあった。また、アピールボードに自分の考えを記入す

る時に小さい字で書いてしまうと黒板に貼った時に見づらいという欠点があるため大きくキーワー

ドで書くように促した。しかし、自分の考えを要約してキーワードで書くことに対して苦手意識を感

じる児童にとってはハードルが高くなってしまった。グループで意見を出し合う際に自分の考えを

もっていなくても友達の意見を見たり聞いたりして自分の考えをもてるようにしていきたい。 

 

 

     仮説【２】道徳科以外の他教科などでも話し合い活動に重点をおいた授業を展開すれば道徳科の授業

でより「考え、議論する」道徳になるのではないか。 

     

     ◎児童の話し合い活動が活発に 

   アピールボードを道徳科の授業だけでなく他教科でも使用したり、授業内容に話し合い活動を多

く取り入れたりすることで「考え、議論する」道徳科の手助けとなった。また、自分の考えをもつこ

とで授業後の振り返りでは自己と比べたり、自己の生き方について考えたりとより深みのある振り

返りができた。 

 

 ▲決まった児童が発言 

       話し合いの場面が増えることで道徳科の授業で発言する児童は増えたが、決まった児童が発言す

る場面があり意図している内容項目にたどり着かない時もあった。また、自分の考えを発言したり書

いたりすることが苦手な児童にとっては友達の話を聴く場面が多くなってしまった。一人ひとりが

発言するための話し合いの形態などの工夫を模索していきたい。 

―２２― 



     仮説【３】日頃から児童の考えを認め価値づけることによって自分の考えを相手に伝えたい、友達の

考えをより深く理解したいという意欲につながるのではないか。 

 

 ◎授業での意見交流について 

自主学習ノートやワークシートなどでコメントを書いたり個別で頑張りを褒めたりすることで道

徳科の授業等で挙手発言が多くなったり友達の考えを聴いて返答しようとする児童が増えたりした。

自分の考えを伝えたいという意欲につながったと感じた。 

 

 ▲文章を書くことへの苦手意識 

   自主学習ノートやワークシートに文章を書くことに対して苦手意識を感じている児童にとっては

自分の考えを伝えたり、友達の考えをより深く理解したりしたいという意欲につなげるところまで

は至らなかったように感じる。自主学習ノートやワークシートだけでなく、日常生活での行動で認め

ることを増やしていきたい。 

 

考察 

第２回 道徳アンケート（２月１６日実施） （単位は％） 

 
質  問 そう思う 

だいたい 

そう思う 

あまりそう 

思わない 

そう 

思わない 

１ 道徳の授業は、好きだ。 

 
３１ ５５ １４ ０ 

２ 道徳の勉強はためになる 

 
７９ １８ ３ ０ 

道徳の授業の時間に… 

３ 自分のこれまでの生活のことを思い出し

ながら考えようと思う。 
６１ ３９ ０ ０ 

４ 物事には、いろいろな見方や考え方がある

と思う。 
７５ ２５ ０ ０ 

５ 友達の考えを聞くと、自分の考えがより深

まると思う。 
７９ ２１ ０ ０ 

 

 質問１について、「道徳の授業は好きか」という問いに対して「あまりそう思わない」と答えた児童が

前回のアンケートの時より減り、「そう思う」「だいたいそう思う」に移動したことは成果である。しかし、

より深く考えることで答えのないことを考える難しさも感じた児童がいたため、「そう思う」と答えた児

童が「だいたいそう思う」に移動したと推察できる。道徳科は「正しい答えを見つける学習」ではなく「自

分の考えを本音で伝え合い、自分の生き方をより深める学習」であることを再確認して授業に臨みたい。 

 質問２については、ほとんどの児童が「ためになる」と感じているが、「『当たり前』のことを改めて考

える必要があるのか」と考える児童もいた。しかし、「当たり前」と思っていたからこそ、実際に行動す

ることの難しさなどに気付くこともある。道徳科の授業で、友達と共にその難しさやよりよい行動を目

―２３― 



指し、実際に行動に移すことの気持ちよさなどについて考えていくことができるような授業をつくって

いきたい。 

 質問３～５の結果から、道徳科の授業で自分事として考えたり、多面的・多角的な視点をもったりと児

童の多様な考え方を生かした授業展開に１歩近づくことができたように感じた。これからも主発問の工

夫や問い返しについて研究していきたい。 

 

 

６ おわりに                          

 本研究テーマは「児童の考えを深めるための授業の工夫と素地づくり」ということで３つの柱である

研究仮説をもとに取り組んできた。その根底にあるのは、小学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説

「特別の教科 道徳編」で示されている。道徳教育は道徳科だけでなく、教育活動全体を通じて行うも

のだという考えのもと、本研究を進めていく中で多くの学びを得ることができた。 

 道徳科では、アピールボードを活用することで児童の意見を見やすくしたり、内容項目ごとにまとめ

やすくしたりとコロナ禍でも児童の考えを共有しやすくする手立てとして有用性を実感した。また、主

発問を工夫することで児童の思考を深めたり、児童が「考えたい」という意欲に結び付いたりすること

がわかり、今後の授業でも生かしていきたいと思う。 

「ゆさぶり発問」については、「教材理解・主項目と関連する内容項目」だけでなく児童の実態の把

握と事前準備が大変重要になることがわかった。 

そして、「問い返し」では児童の多様な考えをただ受け止めるだけでなく、受け止めつつ本時のねら

いがブレないような切り返しができるようにしていくことが大切だと感じた。そのためには、日頃の道

徳科の授業で常に「問い返し」を意識し、より児童の考えを深める発問になるよう実践していくことが

必要だと考える。「ゆさぶり発問」や「問い返し」の経験がまだまだ浅いため、本研究を今後に生かし

て取り組んでいきたい。 

また、道徳科以外の教育活動でも話し合い活動を意図的に入れることでそれが児童の経験値となり、

結果的に道徳科の授業での話し合い活動が活発になる要因となった。これを踏まえて、どの授業、どの

学校行事などでも児童同士の結び付きを深める手立てを講じることが重要であることを身をもって理解

することができた。今後も様々な教科等で実践していきたい。 

そして、児童の行動に対して価値づけをすることは、学習意欲につながりより学びの深い授業づくり

に直結していることが本研究でわかった。日頃から、児童の些細な頑張りにも目を向け、褒め、励まし

ていくように心がけていきたい。 

本研究を通して、成果と課題が浮き彫りになった。これらの経験をもとに今後の授業改善につなげ、

児童の考えを深める授業づくりに努めていく次第である。 
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